
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この調査は、「静岡県ひとり親家庭自立促進計画」策定の基礎資料とするため、静岡県内の母子

世帯、父子世帯等の皆さまの生活状況やご意見をおたずねするものです。 

お答えいただいた内容につきましては、統計的に処理され、個人が特定されることはありません。

また、調査の目的以外には一切使用されることはありません。 

調査の趣旨をご理解の上、ありのままをご記入いただきますよう、ご協力をお願いします。 
 

 

【調査にご協力をお願いする方】 
この調査は、以下の中から抽出し、ご協力をお願いしております。 

・児童扶養手当受給資格を有する方 

・母子父子寡婦福祉資金を借り受けている方 

・（公社）静岡県ひとり親福祉連合会に属している方 

※調査対象に該当しない場合は、回答は不要です。 
 

【記入上の注意】 
１ 令和６年９月１日現在でお答えください。 

２ 封筒の宛名の方が、ご回答ください。 

３ 設問によってお選びいただく数が異なりますので、それぞれの注意書きに従ってください。 

４ 「その他」をお選びいただいた場合は、その後にある（   ）内に具体的な内容をご記入く

ださい。 

５ 設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きに従ってご回

答ください。特にことわりのない場合は、次の設問にお進みください。 

 

【提出方法】 
この調査票は、同封の返信用封筒に入れ、９月 27日（金）までに、ご返送いただきますようお願

いいたします。（※切手を貼る必要はありません。） 

 
【お問合せ先】  

静岡県 健康福祉部 こども未来局 こども家庭課 ひとり親支援班 
〒420-8601 静岡市葵区追手町９番６号   

電話番号 054(221)2365 

                                                E -ma i l kokatei@pref.shizuoka.lg.jp 

 

 

 

今後のひとり親家庭支援の参考となる 
アンケートです。 
ご協力をお願いします。 

～令和６年度 静岡県 ひとり親家庭等生活実態調査～ 

令和６年９月 

静  岡  県 

 



１ 

 

Ⅰ あなたの世帯の状況についてお伺いします 
 

問１ あなたのご世帯はどれですか。（○は１つだけ） 

１ 母子世帯 ２ 父子世帯 ３ その他の世帯※ 

※「その他の世帯」には、「寡婦・寡夫世帯（配偶者のいない母又は父と、成人しているこどもで構成
された世帯）」、「養育者世帯（祖父母など父母以外の方と、こどもで構成された世帯）」が該当しま
す。 

 

問２ あなたの現在の年齢はおいくつですか。（○は１つだけ） 

１ 20歳未満 ２ 20歳～24歳 ３ 25歳～29歳 

４ 30歳～34歳 ５ 35歳～39歳 ６ 40歳～44歳 

７ 45歳～49歳 ８ 50歳以上  

 

問３ あなたと同居されている方は何人いらっしゃいますか。（あなたを含めた人数でお答えください） 

（○は１つだけ） 

１ １人 ２ ２人 ３ ３人 ４ ４人以上 

 

問４ お子さん（20歳未満）は何人いらっしゃいますか。（同居以外のお子さんを含めた人数でお答え

ください）（○は１つだけ） 

１ １人 ２ 2人 ３ ３人 

４ 4人 ５ 5人以上 ６ ０人 

問４で「６ ０人」以外
．．

を選ばれた方にお伺いします。 

問５ お子さん（20歳未満）の就学・就業などの状況はどれですか。（すべてに○） 

１ 就学前 ２ 小学生 ３ 中学生 

４ 高校生（全日制） ５ 高校生（定時制） ６ 専修・各種学校生 

７ 短大生 ８ 大学生 ９ 中学を卒業後、就業している 

10 高校を卒業後、就業している 11 就学も就業もしていない 

12 その他（                                     ） 

 

問６ 世帯の構成はどれですか。（○は１つだけ） 

１ 自分とこどもだけの世帯 ２ 三世代世帯 ３ その他の世帯 

問７ あなたがひとり親世帯になった理由は何ですか。（○は１つだけ） 

１ 死別 ２ 離婚（内縁関係の解消を含む） 

３ 遺棄（配偶者の失踪・家出等） ４ 生死不明（災害・事故等による） 

５ 未婚の母・父（婚姻によらないで母・父になられた方） 

６ その他（                                      ） 

 

問８ ひとり親世帯になったとき、あなたは何歳でしたか。（○は１つだけ） 

１ 20歳未満 ２ 20歳～24歳 ３ 25歳～29歳 

４ 30歳～34歳 ５ 35歳～39歳 ６ 40歳～44歳 

７ 45歳～49歳 ８ 50歳以上  



２ 

 

問９ ひとり親世帯となった当時、お困りになったことがありましたか。（○はいくつでも） 

１ 収入がなくなったこと ２ 収入が減ったこと 

３ 自分の就職 ４ こどもの養育 

５ こどものしつけ、教育 ６ 住居 

７ 相談相手がなかったこと ８ 家事 

９ まわりの人の見る目が変わったこと 

10 年金、健康保険などの社会保障制度などの切換え手続き 

11 その他（                                      ） 

12 特になかった 

 

問 10 ひとり親世帯となった当時、手当や年金などの福祉施策を、どのような方法でお知りになりま

したか。（○は３つまで） 

１ 広報紙 ２ 近所の人 ３ 友人、知人、親族 

４ 民生委員・児童委員 ５ 新聞、テレビ、ラジオ ６ ホームページ・SNSなど 

７ 市役所・町役場などの窓口 ８ その他（                   ） 

 

 
Ⅱ あなたのお住まいについてお伺いします 

問 11 あなたのお住まいはどれですか。（○は１つだけ） 

１ 持ち家（自分又は家族の家） ２ 親族の家に同居 

３ 公営・公団・公社の賃貸住宅（→ 問12へ） ４ 借家、アパート、賃貸マンション 

５ 社宅（住込みを含む） ６ その他（             ） 

 

問 11 で「３ 公営・公団・公社の賃貸住宅」以外
．．

を選ばれた方にお伺いします。 

問 11-１ 公営・公団・公社の賃貸住宅の入居について、どのようにお考えですか。 

（「２と４」「３と４」は重複回答することができます） 

１ 希望する（応募した経験あり） ２ 希望する（応募した経験なし） 

３ 希望しない ４ 公営・公団・公社の賃貸住宅を知らなかった 

 

問 12 あなたは、現在のお住まいを変えたいとお考えですか。（○は１つだけ） 

１ 変えたいと思う（→ 問12-１へ） ２ 変えたいと思わない（→ 問13へ） 

問 12-１～問 12-２は、問 12 で「１ 変えたいと思う」を選ばれた方にお伺いします。 

問 12-１ その理由は次のどれですか。（○は１つだけ） 

１ 家賃が高い ２ 家が狭い 

３ 建物が古い、設備が悪い ４ 周囲の環境がよくない 

５ 仕事の都合（職場から遠い等） ６ こどもの学校関係 

７ 立ち退きを要求されている ８ その他（             ） 

問 12-２ 実際に、お住まいを変える予定はありますか。（○は１つだけ） 

１ 変える予定がある（→ 問13へ） 

２ 変える予定がない（→ 問12-３へ） 



３ 

 

問 12-2 で「２ 変える予定がない」を選ばれた方にお伺いします。 

問 12-３ お住まいを変えない理由は何ですか。（○は２つまで） 

１ 適当な家がみつからない ２ 資金が不足している 

３ こどもの学校の関係で転居が難しい ４ 仕事の関係で転居が難しい 

５ その他（                                   ） 

Ⅲ あなたの仕事についてお伺いします 

問 13 あなたの現在の雇用形態について、あてはまるものは次のどれですか。（○は１つだけ） 

１ 正規の職員・従業員 ２ 派遣社員 

３ パート・アルバイト等 ４ 自営業 

５ 家族従業者 ６ その他（              ） 

７ 仕事についていない（→問 16へ）  

問 13-１～問 13-４、問 14、問 15 は、問 13 で「７ 仕事についていない」以外

を選ばれた方にお伺いします。 

【２種類以上の仕事をしている場合は、最も収入の多いものについてお答えください。】 

問 13-1 あなたの主な仕事にあてはまるものは次のどれですか。（○は１つだけ） 

※職業の分類については、別紙を参考にお答えください。（問 14-１、問 15-2、問 16-２、 

問 17-１も同じです。） 

１ 管理的職業 ２ 専門的・技術的職業 ３ 事務的職業 

４ 販売の職業 ５ サービスの職業 ６ 保安の職業 

７ 農林漁業の職業 ８ 生産工程（製造など）の職業 

９ 輸送・機械運転の職業 10 建設・採掘の職業 11 運搬・清掃・包装の職業 

12 その他（                                   ） 

問 13-２ １日の就労時間は、およそどのくらいですか。（○は１つだけ） 

１ ３時間未満 ２ ３時間～４時間未満 ３ ４時間～５時間未満 

４ ５時間～６時間未満 ５ ６時間～７時間未満 ６ ７時間～８時間未満 

７ ８時間以上   

問 13-３ ふだんの帰宅時間（自営業や在宅勤務など自宅で就業している場合は終業時間）は、
何時ごろですか。（○は１つだけ） 

１ 午後６時以前 ２ 午後６時～７時までの間 

３ 午後７時～８時までの間 ４ 午後８時～10時までの間 

５ 午後 10時～１2時までの間 ６ 深夜・早朝 

７ 交代制勤務などで一定ではない  

問 13-４ 今の仕事についた経緯はどのようなものですか。（○は１つだけ） 

１ ハローワーク ２ ひとり親サポートセンター 

３ しずおかジョブステーション ４ 民間職業紹介事業者の紹介 

５ 親や親族などの紹介 ６ 友人、知人などの紹介 

７ 求人情報誌・求人情報サイトで見つけた ８ 新聞、チラシ等で見つけた 

９ 人材派遣会社からの派遣 10 卒業した学校等の紹介 

11 その他（                               ） 



４ 

 

問 14 あなたは現在、主な仕事以外に別の仕事（副業）をしていますか。（○は１つだけ） 

１ 別の仕事（副業）をしている 

（→ 問14-１へ） 

２ 別の仕事（副業）をしていない 

（→ 問15へ） 

 
問 14で「１ 別の仕事（副業）をしている」を選ばれた方にお伺いします。 

問 14-1 どのような副業（職業については別紙参照）をしていますか。（○は１つだけ） 

１ 管理的職業 ２ 専門的・技術的職業 ３ 事務的職業 

４ 販売の職業 ５ サービスの職業 ６ 保安の職業 

７ 農林漁業の職業 ８ 生産工程（製造など）の職業 

９ 輸送・機械運転の職業 10 建設・採掘の職業 11 運搬・清掃・包装の職業 

12 その他（                                   ） 

 

問 15 あなたは現在の仕事を変えたいと思っていますか。（○は１つだけ） 

１ 思っている（→ 問1５-１へ） ２ 思っていない（→ 問17へ） 

 
問 15-１～問 15-３は、問 15 で「１ 思っている」を選ばれた方にお伺いします。 

問 15-1 主な理由は何ですか。（○は１つだけ） 

１ 収入が少ない ２ 勤務時間が長い 

３ 仕事がきつい ４ 通勤に時間がかかる 

５ 現在の仕事に向かない ６ こどもと過ごす時間がない 

７ 職場での人間関係 ８ その他（             ） 

 

問 15-2 変わりたいと思う仕事（職業については別紙参照）はどれですか。（○は１つだけ） 

１ 管理的職業 ２ 専門的・技術的職業 ３ 事務的職業 

４ 販売の職業 ５ サービスの職業 ６ 保安の職業 

７ 農林漁業の職業 ８ 生産工程（製造など）の職業 

９ 輸送・機械運転の職業 10 建設・採掘の職業 11 運搬・清掃・包装の職業 

12 その他（                                   ） 

問 15-3 実際に、仕事を変える予定はありますか。（○は１つだけ） 

１ 仕事を変える予定がある（→ 問1７へ） 

２ 仕事を変える予定がない（→ 問15-４へ） 

 

問 15-3 で「２ 仕事を変える予定がない」を選ばれた方にお伺いします。 

問 15-４ 仕事を変える予定がない理由は何ですか。（○は２つまで） 

１ 希望する仕事に必要な資格がない ２ 希望する仕事の募集がない 

３ 希望する仕事に応募しても、採用されない ４ 希望する仕事を探す方法がわからない 

５ 育児の関係で、希望する仕事に必要な時間が確保できない 

６ 家庭の都合 ７ 現在の仕事の都合   ８ その他（           ） 

 
（→ 問1７へ） 

 



５ 

 

問 16～問 16-２は、問 13で「７ 仕事についていない」を選ばれた方のみお答えください。 

問 16 仕事についていない主な理由は何ですか。（○は１つだけ） 

１ 適当な仕事がない ２ 病弱なため 

３ こどもに手がかかる ４ 家族の看病・介護 

５ 働かなくても経済的に困らない ６ 技能・技術の勉強中 

７ その他（                                     ） 

問 16-１ 今後、仕事をしたいと思いますか。（○は１つだけ） 

１ 仕事をしたいと思う （→ 問16-２へ） ２ 仕事をしたいと思わない（→ 問1７へ） 

問 16-１で「１ 仕事をしたいと思う」を選ばれた方にお伺いします。 

問 16-２ どのような仕事（職業については別紙参照）を希望しますか。（○は１つだけ） 

１ 管理的職業 ２ 専門的・技術的職業 ３ 事務的職業 

４ 販売の職業 ５ サービスの職業 ６ 保安の職業 

７ 農林漁業の職業 ８ 生産工程（製造など）の職業 

９ 輸送・機械運転の職業 10 建設・採掘の職業 11 運搬・清掃・包装の職業 

12 その他（                                   ） 

《 全員 にお伺いします》 

問 17 ひとり親世帯になったとき、あなたは収入のある仕事についていましたか。（○は１つだけ）                    

１ 仕事についていた（→ 問17-１へ） ２ 仕事についていなかった（→ 問1８へ） 

問 17-1～問 17-2 は、問 1７で「１ 仕事についていた」を選ばれた方にお伺いします。 

問 17-１ それは、どのような仕事（職業については別紙参照）ですか。（○は１つだけ） 

１ 管理的職業 ２ 専門的・技術的職業 ３ 事務的職業 

４ 販売の職業 ５ サービスの職業 ６ 保安の職業 

７ 農林漁業の職業 ８ 生産工程（製造など）の職業 

９ 輸送・機械運転の職業 10 建設・採掘の職業 11 運搬・清掃・包装の職業 

12 その他（                                   ） 

問 17-2 その仕事は、現在の仕事と同じですか。（○は１つだけ） 

１ 同じである（→ 問1８へ） ２ 仕事の内容は同じだが、勤務先が変わった 

３ 勤務先は同じだが、勤務する場所が変わった 

４ 勤務先は同じだが、正社員から非正規職員（パート、派遣など）に変わった 

５ 勤務先は同じだが、非正規職員（パート、派遣など）から正社員に変わった 

６ 違う仕事に変わった ７ その他（               ） 

問 17-2 で「１ 同じである」以外を選ばれた方にお伺いします。 

問 17-3 変わられた理由は何ですか。（○は３つまで） 

１ 収入を増やすため ２ 自宅を引っ越したため 

３ 自宅から近い勤務先に変えるため ４ 勤務時間を短くするため 

５ 勤務先が閉鎖されたため ６ 勤務先から解雇されたため 

７ 仕事内容が向かなかったため ８ 職場での人間関係 

９ 体調を崩したため 10 その他（             ） 



６ 

 

問 18 あなたは、特技、免許、資格などをお持ちですか。現在、お持ちのものすべてについて下のＡ欄

の番号を〇で囲んでください。（○はいくつでも） 

また、今後、仕事のために身につけたい特技、免許、資格などがありましたら、そのすべてに

ついて、下のＢ欄の番号を〇で囲んでください。（○はいくつでも） 

 
Ａ 現在持っている 

特技、免許、資格 
Ｂ 今後身につけたい 
  特技、免許、資格 

① 簿記 １ １ 

② ホームヘルパー、介護職員初

任者・実務者研修 
２ ２ 

③ 教員 ３ ３ 

④ 看護師 ４ ４ 

⑤ 准看護師 ５ ５ 

⑥ 保健師・助産師 ６ ６ 

⑦ 栄養士･調理師 ７ ７ 

⑧ 社会福祉士・介護福祉士 ８ ８ 

⑨ 保育士 ９ ９ 

⑩ 理容師、美容師 １０ １０ 

⑪ 医療事務 １１ １１ 

⑫ パソコン等 IT関係 １２ １２ 

⑬ 外国語 １３ １３ 

⑭ 和裁、洋裁、着付け １４ １４ 

⑮ 大型・第二種自動車免許 １５ １５ 

⑯ その他 
１６ 

 具体的に 

１６ 

 具体的に 

⑰ 特になし １７ １７ 

 
 
Ⅳ あなたのお宅の家計についてお伺いします 
 

問 19 あなたの家計を支える主な収入源は何ですか。（○は３つまで） 

１ あなたの就労収入 ２ こどもの就労収入 ３ 他の世帯員の就労収入 

４ 養育費 ５ 親族等からの仕送り ６ 年金 

７ 児童扶養手当 ８ 生活保護費 ９ その他（       ） 

 

 

 

 



７ 

 

 

 

問 20 あなたの就労収入（控除前）は、１か月平均いくらですか。（○は１つだけ） 

１ なし ２ ５万円未満 ３ ５万円～10万円未満 

４ 10万円～15万円未満 ５ 15万円～20万円未満 ６ 20万円～25万円未満 

７ 25万円～30万円未満 ８ 30万円以上  

問 21 児童扶養手当の、１か月あたりの総額はいくらですか。（○は１つだけ） 

問 22 生活保護費の、１か月あたりの総額はいくらですか。（○は１つだけ） 

１ 受給していない ２ ５万円未満 ３ ５万円～10万円未満 

４ 10万円～15万円未満 ５ 15万円～20万円未満 ６ 20万円～25万円未満 

７ 25万円～30万円未満 ８ 30万円以上  

 

問 23 あなたの世帯
● ●

（同居親族を含む）の令和５年１月１日から令和５年 12月 31日までの 

１年間の総収入額はいくらですか。（○は１つだけ） 

（注）控除前の総収入額でお答えください。  

    各種手当、養育費、仕送り、ボーナス等の臨時収入も全て含めてください。 

１     ０～  50万円未満 ２  50万円～  100万円未満 

３ 100万円～  150万円未満 ４ 150万円～  200万円未満 

５ 200万円～  250万円未満 ６ 250万円～  300万円未満 

７ 300万円～  350万円未満 ８ 350万円～  400万円未満 

９ 400万円～  450万円未満 10 450万円～  500万円未満 

11 500万円～1,000万円未満 12 1,000万円以上 

 

問 24 あなたご自身
● ● ●

の令和５年１月１日から令和５年 12月 31日までの１年間の総収入額は 

いくらですか。（○は１つだけ） 

 （注）控除前の総収入額でお答えください。  

    各種手当、養育費、仕送り、ボーナス等の臨時収入も含めてください。 

１     ０～  50万円未満 ２  50万円～  100万円未満 

３ 100万円～  150万円未満 ４ 150万円～  200万円未満 

５ 200万円～  250万円未満 ６ 250万円～  300万円未満 

７ 300万円～  350万円未満 ８ 350万円～  400万円未満 

９ 400万円～  450万円未満 10 450万円～  500万円未満 

11 500万円～1,000万円未満 12 1,000万円以上 

 

 

１ 受給していない ２ １万円未満 ３ １万円～２万円未満 

４ ２万円～３万円未満 ５ ３万円～４万円未満 ６ ４万円～５万円未満 

７ ５万円以上   

◎問 2 0～問 2 2 については、該当する収入がない場合は「１」に○をつけてください。 

（注）ボーナス等の臨時収入は含めないでください。 
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Ⅴ あなたのお子さんの教育等についてお伺いします 
 

問 25 あなたは、現在お子さんについて何かお悩みになっていることがありますか。（○は３つまで） 

１ 育児 ２ しつけ ３ 教育・進学 ４ 就職 

５ 結婚 ６ 病気  ７ 障がい ８ 非行 

９ その他（                           ）    10 特にない 

 

小学校入学前のお子さんがいらっしゃる方のみお答えください。            

問 26 昼間、お子さんの保育等は主にどなたがなさっていますか。（○は１つだけ） 

 

小学生のお子さんがいらっしゃる方のみお答えください。               

問 27 放課後、お子さんはどのように生活されていますか。（○は３つまで） 

１ 自宅で過ごしている ２ 祖父母・親族の家で過ごしている 

３ 学校のクラブ活動 ４ 放課後児童クラブ（学童保育） 

５ 塾・習い事 ６ 児童館 

７ その他（                                      ） 

 

中学校３年生以下のお子さんがいらっしゃる方のみお答えください。          

問 28 お子さんの進学はどこまで希望されていますか。（○は１つだけ） 

１ 中学校 ２ 高校、専修学校（高等課程） 

３ 高等専門学校 ４ 短大、専修学校（専門課程） 

５ 大学、大学院 ６ 各種学校 

 

高校、短大、専修学校、高専、大学、大学院、各種学校へ在学しているお子さんがいらっ

しゃる方のみお答えください。                                

問 29 お子さんの学費、教育費は何によってまかなっていますか。（○はいくつでも） 

１ あなた自身の収入       ２ 養育費 

３ 親族などから援助を受けている ４ こどものアルバイト収入 

５ 各種資金等  （→ 問29-1へ） 

 

問 29-1～問 29-3 は、問 29 で「５ 各種資金等」を選ばれた方にお伺いします。 

問 29-1 どのような資金ですか。（○はいくつでも） 

１ 母子父子寡婦福祉資金貸付金 ２ 各種奨学資金 

３ 教育ローン ４ その他（             ） 

 

   

 

１ あなた自身 ２ 同居の親族 ３ 別居の親族 

４ 認定こども園・保育園・幼稚園 ５ 友人、知人 

６ その他（                                      ） 
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問 29-2 これらの制度を知ったきっかけは何ですか。（○は１つだけ） 

１ 広報紙 ２ 近所の人 ３ 友人、知人、親族 

４ 民生委員・児童委員 ５ 新聞、テレビ、ラジオ ６ ホームページ・SNSなど 

７ 市役所・町役場などの窓口 ８ 学校 ９ その他（       ） 

 

問 29-3 これらの制度を利用するにあたり、どなたかに相談されましたか。（○は３つまで） 

１ こども ２ 親族 

３ 友人、知人 ４ 民生委員・児童委員 

５ 市役所・町役場などの窓口 ６ 学校 

７ 相談していない ８ その他（             ） 

 

Ⅵは、問７で「2 離婚（内縁関係の解消を含む）」又は「５ 未婚の母・父（婚姻によらないで

母・父になられた方）」を選ばれた方のみお答えください。それ以外の方は、Ⅶ問 37 にお進みくださ

い。 

Ⅵ 養育費及び親子交流についてお伺いします  

問 30 あなたはお子さんの養育費のことで、どなたか（どこか）に相談しましたか。（○は３つまで） 

１ 親族 ２ 友人、知人 ３ 県・市町窓口、母子・父子自立支援員 

４ ひとり親会等 ５ 弁護士 ６ 家庭裁判所 

７ ひとり親サポートセンター     ８ その他（                            ） 

９ 相談していない  

 

問 31 養育費の取決めの有無について、お答えください。（○は１つだけ） 

１ 取決めをしている （→ 問31-1へ） ２ 取決めをしていない（→ 問31-2へ） 

 

問 31 で「１ 取決めをしている」を選ばれた方にお伺いします。 

問 31-1 養育費の取決めの方法について、お答えください。（○は１つだけ） 

１ 文書あり ２ 文書なし 

   

問 31 で「２ 取決めをしていない」を選ばれた方にお伺いします。 

問 31-2 あなたが取決めをしていない主な理由について、お答えください。（○はいくつでも） 

１ 自分の収入等で経済的に問題ないから ２ 取決めの交渉がわずらわしいから 

３ 相手に支払う意思がないと思ったから ４ 相手に支払う能力がないと思ったから 

５ 養育費を請求できるとは知らなかったから 

 

６ こどもを引き取った方が養育費を負担する 

と思っていたから 

７ 取決めの交渉がまとまらなかったから ８ 現在交渉中又は今後交渉予定であるから 

９ 相手と関わりたくないから 10 その他（                  ） 

 

（→ 問32へ） 
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問 32 養育費の受領状況について、お答えください。（○は１つだけ） 

１ 現在も受けている 

（→ 問32-1へ） 

２ 受けたことがあるが、 

  現在は受けていない 

  （→ 問32-1へ） 

３ 受けたことがない 

（→ 問33へ） 

問 32 で「1 現在も受けている」又は「２ 受けたことがあるが、現在は受けてい
ない」を選ばれた方にお伺いします。 

問 32-1 養育費の月額について、お答えください。 

 

 

問 33 親子交流（面会交流）の取決めの有無について、お答えください。（○は１つだけ） 

１ 取決めをしている （→ 問33-1へ） ２ 取決めをしていない（→ 問33-2へ） 

 

問 33 で「1 取決めをしている」を選ばれた方にお伺いします。 

問 33-1 親子交流の取決めの方法について、お答えください。（○は１つだけ） 

１ 文書あり ２ 文書なし 

 

問 33 で「2 取決めをしていない」を選ばれた方にお伺いします。 

問 33-2 あなたが取決めをしていない主な理由について、お答えください。（○はいくつでも） 

１ 取決めの交渉がわずらわしいから ２ 相手と関わりたくないから 

３ 相手が親子交流を希望しないから ４ 取決めをしなくても交流できるから 

５ こどもの連れ去りや虐待の可能性があるから ６ こどもが会いたがらないから 

７ 相手が養育費を支払わない又は支払えないから 

 

９ 親族が反対しているから 

11 現在交渉中又は今後交渉予定であるから 

８ 親子交流をすることが、こどものためにな

らないと思うから 

10 取決めの交渉がまとまらなかったから 

12 その他（              ） 

 

問 34 親子交流の実施状況について、お答えください。（○は１つだけ） 

１ 現在、親子交流を行って 

  いる（→ 問34-1へ） 

２ 過去に親子交流を行った

ことがあるが、現在は行っ

ていない（→問34-1へ） 

３ 親子交流を行ったこと

がない（→問34-2へ） 

 

問 34 で「1 現在、親子交流を行っている」又は「２ 過去に親子交流を行ったこ

とがあるが、現在は行っていない」を選ばれた方にお伺いします。 

問 34-1 親子交流の頻度について、お答えください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

１ 月額 約           円 ２ 決まっていない 

１ 月２回以上 ２ 月１回 

３ ２～３か月に１回以上 ４ ４～６か月に１回以上 

５ ６か月に１回未満 ６ 別途協議して決めている 

７ その他（                                  ） 

（→ 問34へ） 
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問 34 で「2 過去に親子交流を行ったことがあるが、現在は行っていない」又は「３ 
親子交流を行ったことがない」を選ばれた方のみお答えください。 

問 34-2 現在、親子交流を行っていない理由について、お答えください。（○はいくつでも） 

１ 取決めをしていないから ２ 相手が養育費を支払わないから 

３ 相手が面会の約束を守らないから ４ こどもが会いたがらないから 

５ 塾や学校の行事で、こどもが忙しいから ６ 親子交流によって、こどもが精神的又は

身体的に不安定になるから 

７ 相手に暴力などの問題行動があるから ８ 相手が親子交流を求めてこないから 

９ 第三者による親子交流の支援を受けられないから 

11 相手が結婚したから 

10 親族が反対しているから 

12 その他（              ） 

 

問35～問36-1は、平成24年４月1日以降に相手と離婚をされた方のみお答えください。 

平成 24年４月 1日から離婚届書に「養育費及び親子交流（面会交流）の取決めの有無」についての

チェック欄が設けられています。あなたが離婚届書にチェックした内容について、お答えください。 
 

問 35 「養育費の分担」のチェックについて、お答えください。（○は１つだけ） 

１ 「取決めをしている」の欄にチェックした 

（→ 問36へ） 

３  チェックしていない（→ 問35-1へ） 

２ 「まだ決めていない」の欄にチェックした 

（→ 問36へ） 

４ 不明（→ 問36へ） 

 

問 35 で「3 チェックしていない」を選ばれた方にお伺いします。 

問 35-1 チェックしていない理由について、お答えください。（○は１つだけ） 

１ チェック欄があることを知らなかったから 

３ その他（               ）          

２ チェックが必須ではないから 

 

 

問 36 「親子交流」のチェックについて、お答えください。（○は１つだけ） 

１ 「取決めをしている」の欄にチェックした 

（→ 問37へ） 

３  チェックしていない（→ 問36-1へ） 

２ 「まだ決めていない」の欄にチェックした 

（→問 37へ） 

４ 不明（→問 37へ） 

 

問 36 で「3 チェックしていない」を選ばれた方にお伺いします。               

問 36-1 チェックしていない理由について、お答えください。（○は１つだけ） 

１ チェック欄があることを知らなかったから 

３ その他（               ）           

２ チェックが必須ではないから 
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《 全員 にお伺いします》 
 
Ⅶ あなたの生活等についてお伺いします 
 
問 37 あなたの現在の健康状態はいかがですか。（○は１つだけ） 

１ よい ２ まあよい ３ ふつう 

４ あまりよくない ５ よくない  

 

問 38 あなた
● ● ●

が、病気などで一時的に介護が必要になったとき、身の回りの世話は、主にどなたが

しますか。（○は１つだけ） 

１ 同居の親族 ２ 別居の親族 ３ 友人、知人 

４ 近所の人 ５ 家庭生活支援員、ホームヘルパーなど公的制度の利用 

６ いない ７ その他（                    ） 

 

問 39は、お子さん（20歳未満）のいらっしゃる方のみお答えください。 

問 39 お子
● ●

さん
● ●

が、病気などで一時的に介護が必要になったとき、身の回りの世話は、主にどなた

がしますか。（○は１つだけ） 

１ あなた自身 ２ 同居の親族 ３ 別居の親族 

４ 友人、知人 ５ 近所の人 ６ 家庭生活支援員、ホームヘルパーなど公的制度の利用 

７ いない ８ その他（                          ） 

 

問 40 近所とのつきあいはどの程度ですか。（○は１つだけ） 

１ あいさつをする ２ 立ち話をする 

３ お互いの家を訪ねたりする ４ つきあいはない 

 

問 41 今後の結婚について、どのようにお考えですか。（○は１つだけ） 

１ こどものために結婚したい ２ その他の理由で結婚したい 

３ こどものために結婚したくない ４ その他の理由で結婚したくない 

５ 結婚が決まっている ６ わからない 

 

問 42 あなたは、現在お悩みになっていることがありますか。（○は１つだけ） 

１ ある（→ 問42-１へ） ２ ない（→ 問43へ） 

問 42-1～問 42-2 は、問 42 で「１ ある」を選ばれた方にお伺いします。          

問 42-1 お悩みになっている内容は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 家族のこと ２ 子育てのこと ３ 仕事のこと 

４ 生活費のこと ５ 教育費のこと ６ 養育費のこと 

７ 住まいのこと ８ 健康のこと ９ 日常生活のこと 

10 その他（                                  ） 
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問 42-2 主にどなたに相談していますか。（○は１つだけ） 

１ 親族 ２ 友人、知人 

３ 民生委員・児童委員 ４ 母子・父子自立支援員 

５ 母子・父子福祉協力員 ６ 市役所・町役場 

７ ひとり親サポートセンター ８ 各種相談機関 

９ 相談する人はいない 10 その他（             ） 

 
Ⅷ 福祉施策の利用・受給状況についてお伺いします  
 

問 43 あなたは次の施策、制度等を知っていますか。また、これまでの利用・受給の有無、今後の利用

希望の有無についてお答えください。①～⑱の施策、制度等について、【A】認知度・利用状況、 

【B】今後の利用希望の番号をそれぞれ 1つに〇で囲んでください。 

【Ａ】認知度・利用状況 【Ｂ】今後の利用希望 

１．利用中･利用したことがある １．今後も引き続き利用する 

２．知っているが利用したことはない ２．今後利用したい 

３．知らなかった ３．利用するつもりはない 
 

施策、制度等 【Ａ】認知度・利用状況 【Ｂ】今後の利用希望 

① ひとり親サポートセンター 

ひとり親家庭の総合窓口として、就業、生活、養育費・

親子交流などの相談に応じている。 

  

【ア】就業相談、無料職業紹介、就業支援講習会
等の就業支援 １  ２  ３ １  ２  ３ 

【イ】生活や家計、子育てに関する相談 １  ２  ３ １  ２  ３ 

【ウ】養育費・親子交流に関する相談、無料弁護
士相談 １  ２  ３ １  ２  ３ 

【エ】個々のニーズに対応した母子・父子自立支
援プログラムの策定 １  ２  ３ １  ２  ３ 

② マザーズハローワーク・マザーズコーナー 

子育てをしながら就職を希望している方に対して、こど

も連れで来所しやすい環境を整備し、担当者制で就職支

援を実施 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

③ 自立支援教育訓練給付金 

雇用保険法の規定による教育訓練等を受講するひとり

親を対象に、受講料の６割を支給 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

④ 高等職業訓練促進給付金 
児童扶養手当支給水準のひとり親が、就業に役立つ資格

取得のために６か月以上養成機関で学ぶ際の生活費を

補助 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑤ 高等職業訓練促進資金貸付 

高等職業訓練促進給付金を活用して資格の所得を目指す

方に、入学準備金や就職準備金を貸付 

１  ２  ３ １  ２  ３ 
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施策、制度等 【Ａ】認知度・利用状況 【Ｂ】今後の利用希望 

⑥ ひとり親家庭再チャレンジ高卒認定試験合格支援 
高等学校を卒業していないひとり親家庭の親または子

が、「高等学校卒業認定試験」を目指す場合に、対策講

座の受講費用を一部支給 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑦ 高等職業訓練促進資金貸付（住宅支援資金）  
母子・父子自立支援プログラムの策定を受け、自立に向

けて意欲的に取り組んでいる者の住居費（家賃）を支援 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑧ 児童扶養手当 
ひとり親家庭の児童のために支給される手当 

対象は 18歳に達して最初の３月 31日までのこどもがい

るひとり親家庭 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑨ 母子父子寡婦福祉資金貸付金 

こどもの修学資金や就学支度資金等の貸付 
１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑩ ひとり親家庭等医療費助成 

所得税非課税世帯のひとり親家庭等を対象に、医療費の

自己負担分を助成 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑪ 保育所の優先入所 

ひとり親家庭の児童で、親が就労、求職活動、職業訓練

を行う場合 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑫ 公営住宅の優先入居 

県営住宅への入居における倍率優遇制度等 
１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑬ ひとり親家庭の放課後児童クラブ利用支援 

児童扶養手当を受給する世帯の児童が児童クラブを利用

する際に、利用料を一部減額する。【内容は市町により異

なります】 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑭ ひとり親家庭等の日常生活支援 

ひとり親家庭等の方が、一時的に介護・保育等が必要な

とき、またはひとり親になって間もない家庭や未就学児

のいる家庭にホームヘルパーを派遣【内容は市町により

異なります】 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑮ ひとり親家庭等の学習支援等 

ひとり親家庭にホームフレンドや学習支援ボランティ

アを派遣し、学習指導や家事指導を行う。また、児童ク

ラブ終了後の居場所を提供し、学習支援や軽食の提供等

を行う。【内容は市町により異なります】 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑯ 母子生活支援施設 

県内３ヶ所にある母子家庭の居住・保護施設 
１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑰ 母子・父子自立支援員、母子・父子福祉 

協力員 

各地域で母子・父子家庭の相談等に応じている。 

１  ２  ３ １  ２  ３ 

⑱ 静岡県ひとり親あんしん LINE 

無料通信アプリ「ＬＩＮＥ」による相談窓口 

（受付時間：火・木・金・土曜日 18時から 22時まで） 

週１回程度、ひとり親支援に関する情報を配信 

１  ２  ３ １  ２  ３ 



１５ 

 

問 44 あなたは、ひとり親に関わる団体、サークル等に参加されていますか。（○はいくつでも） 

１ 母子会、ひとり親会に参加している                 （→ 問45へ） 

２ 他の団体、NPO団体に参加している（団体名          ）  （→ 問45へ） 

３ 個人的なグループ、サークル活動に参加している           （→ 問45へ） 

４ 参加していない     （→ 問44-1へ） 

５ そのような団体を知らない（→ 問44-1へ） 

 

問 44 で「４ 参加していない」又は「５ そのような団体を知らない」を選ばれた
方にお伺いします。 

問 44-1 今後参加したいと思いますか。（○は１つだけ） 

１ 思う ２ 思わない 

 

問 45 あなたが県・市町の施策等で要望することをお答えください。（○はいくつでも） 

１ 各種福祉制度における所得制限の緩和 ２ ひとり親家庭への手当制度の充実 

３ ひとり親家庭への貸付金の充実 ４ 教育費の援助 

５ 医療費の援助 ６ 認定こども園、保育園、幼稚園の充実 

７ 放課後児童クラブ（学童保育）の充実 ８ 児童館の充実 

９ こども会の育成、活動の充実 10 公営住宅への入居促進 

11 ホームヘルパー制度の充実 12 就職のあっせん 

13 資格、技能修得講習などの充実 14 結婚相談やあっせん 

15 各種相談の充実 16 母子家庭の地域交流、組織づくりの推進 

17 父子家庭の地域交流、組織づくりの推進 18 学習支援※１の充実 

19 こどもの居場所（こども食堂等）※２の充実 20 その他（             ） 

※１「学習支援」とは、無料で放課後などに学習指導を提供すること。 
※２「こどもの居場所」とは、無料又は定額で、地域のこどもを対象に行う活動のこと。【実施状況や

内容は、市町により異なります。】 
 

問 46 県・市町においてひとり親家庭の方を対象とした相談・支援を行う場合、どのような内容を

期待されますか。（○は３つまで） 

１ 就職 ２ 職業能力 ３ 生活（経済面） ４ 生活（経済面以外） 

５ 子育て ６ 住居 ７ 養育費 ８ その他（           ） 

 

問 47 静岡県、お住まいの市町のひとり親家庭に向けた福祉行政についてのご意見、ご要望がござ

いましたら、ご記入ください。 

 

アンケートはこれで終わりです。ご協力ありがとうございました。 



別紙

参考　職業分類の例

区分 例

1 管理的職業 公務員、法人や団体の役員・職員など

2 専門的・技術的職業

研究者、農林水産技術者、製造技術者、建築・土

木・測量技術者（建築士、施工管理士等）、情報

処理・通信技術者、医師、歯科医師、獣医師、薬

剤師、保健師、助産師、看護師、准看護師、医療

技術者（理学療法士、歯科衛生士等）、栄養士、

あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔

道整復師、保育士、裁判官、検察官、弁護士、弁

理士、司法書士、公認会計士、税理士、社会保険

労務士、教員、宗教家、著述家、記者、編集者、

美術家、デザイナー、写真家、映像撮影者、音楽

家、舞踏家、俳優、演出家、演芸家、図書館司

書、学芸員、カウンセラーなど

3 事務的職業

一般事務（庶務、受付案内、秘書等）、医療事

務、会計事務、生産関連事務、営業・販売事務、

外勤事務、運輸・郵便事務の職業、事務用機器操

作員など

4 販売の職業
商品販売の職業、営業の職業、不動産仲介、保険

代理など

5 サービスの職業
介護職員、理容師・美容師、クリーニング職、

調理人、接客・給仕、看護・医療助手の職業など

6 保安の職業 自衛官、警察官、消防員、警備員など

7 農林漁業の職業 農業・林業・漁業（養殖含む）の職業

8 生産工程（製造など）の職業

生産設備制御・監視、製品製造・加工処理、機械

組立、機械整備・修理、製品検査の職業など

（金属・機械・食料品等）

9 輸送・機械運転の職業

電車・タクシー・バス・船舶・航空機等の運転

者、貨物自動車運転者（大型トラック等）、建設

機械運転者など

10 建設・採掘の職業
とび職、大工、電気工事作業員、土木作業員、砂

利・砂・粘土採取従事者など

11 運搬・清掃・包装の職業
配達員、倉庫作業員、ビル・建物清掃員、包装従

事者など


